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全
国
市
議
会
議
長
会
の
北
海

道
、東
北
、北
信
越
、関
東
、中
国
、

四
国
、九
州
の
７
部
会
は
、４
月

２０
日
か
ら
５
月
９
日
に
か
け
て
相

次
い
で
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

各
総
会
で
は
、
新
会
長
は
じ
め

新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
会

長
提
出
議
案
や
各
県
市
議
会
議
長

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
議
案
等

に
つ
い
て
審
議
、
可
決
し
た
。

新
会
長
に
は
、
北
海
道
で
は
大

越
誠
幸
・
札
幌
市
議
会
議
長
、
東

北
で
は
阿
部
喜
之
助
・
山
形
市
議

会
議
長
、
北
信
越
で
は
渡
辺
聰
・

松
本
市
議
会
議
長
、
関
東
で
は
小

松
�
常
則
・
水
戸
市
議
会
議
長
、

中
国
で
は
内
藤
美
雄
・
安
来
市
議

会
議
長
、
四
国
で
は
三
木
明
・
徳

島
市
議
会
議
長
、
九
州
で
は
久
高

将
光
・
那
覇
市
議
会
議
長
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
た
。

ま
た
各
部
会
は
、
総
会
で
可
決

し
た
要
望
議
案
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
３
件
以
内
を
、
５
月
２４
日
に
開

催
さ
れ
る
本
会
第
８２
回
定
期
総
会

へ
提
出
す
る
議
案
と
し
て
決
定
し

た
。東

海
部
会
を
皮
切
り
に
開
催
さ

れ
た
９
部
会
の
総
会
は
、
５
月
９

日
開
催
の
四
国
部
会
を
最
後
に
全

て
終
了
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
会
定

期
総
会
に
提
出
さ
れ
る
要
望
議
案

２２
件
が
出
揃
っ
た
（
近
畿
部
会
は

提
出
議
案
な
し
）。こ
れ
ら
の
議
案

は
本
会
定
期
総
会
で
審
議
、議
決

し
た
の
ち
、
７
月
の
理
事
会
で
地

方
行
政
委
員
会
な
ど
５
委
員
会
に

付
託
さ
れ
る
。
委
員
会
で
は
要
望

書
に
取
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に

運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

（
各
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望

議
案
は
２
面
に
掲
載
）

第６８回全国都市問題会議（主催＝全国市長会、東京市政調
査会、日本都市センター等）が下記のとおり開催されます。
今回のテーマは「都市の連携と交流―まちのちからの活
用―」。市長および学識経験者の日頃の経験や研究成果に
基づく報告、ディスカッションを通じて、各都市が抱える
さまざまな課題や問題、その対応策などについて議論を深
めていきます。
なお、開催案内は５月１０日付けで、本会から各市議会議
長宛てに送付しております。

記

◆開催日時：１日目 ７月２０日�９：３０～１７：００
２日目 ７月２１日�９：３０～１２：００

（１３：００～行政視察）
◆開催場所：札幌コンベンションセンター（北海道札幌市）
◆会議概要：１日目 基調講演、主報告、特別講演、一般報告

２日目 パネルディスカッション、行政視察
◆参 加 費：１名につき１０，０００円
◆申 込 み：送付済みの申込用紙を郵送、ファクスで
◆申込期限：５月２４日�必着
◆問 合 せ：�会議について

札幌市総務局行政部総務課
「第６８回全国都市問題会議実行委員会事務局」
TEL０１１―２１１―２１６２ FAX０１１―２１８―５１７１
�宿泊・交通について
日通旅行（日本通運�札幌旅行支店）
「第６８回全国都市問題会議」デスク
TEL０１１―２２２―５４２２ FAX０１１―２３２―３００８

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1615・16号５月１５日平成18年
（2006年）

�
部
会
が
総
会
開
く

交交
通通
網網
のの
整整
備備
促促
進進
なな

どど

要要
望望

小松�常則・関東議長会
会長（水戸市）

渡辺 聰・北信越議長会
会長（松本市）

久高将光・九州議長会
会長（那覇市）

三木 明・四国議長会
会長（徳島市）

内藤美雄・中国議長会
会長（安来市）

阿部喜之助・東北議長会
会長（山形市）

大越誠幸・北海道議長会
会長（札幌市）

５月１５日現在の市数
８０２市

うち
指定都市 １５市
中核市 ３６市
特例市 ３９市
一般市 ６８９市
特別区 ２３区

テーマ「都市の連携と交流―まちのちからの活用―」

第第６６８８回回全全国国都都市市問問題題会会議議
７月２０・２１日 札幌市で開催

大竹 邦実

（１） 平成１８年５月１５日 第１６１５・１６号



全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
畑
恒
雄
・

小
樽
市
議
会
議
長
）は
５
月
１１
日
、

東
京
・
九
段
会
館
で
総
会
を
開
い

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
新
会
長
に
轟
正
満
・
長
野
市
議

会
議
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
た
総
会

決
議
を
採
択
し
た
。

自
治
体
病
院
は
、
度
重
な
る
医

療
制
度
改
革
、
診
療
報
酬
の
見
直

し
な
ど
急
激
な
医
療
提

供
の
環
境
変
化
等
で
、

約
７
割
が
赤
字
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
決
議
は
、
自

治
体
病
院
が
社
会
的
使

命
を
達
成
し
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
�
自
治
体
病

院
に
係
る
地
方
交
付
税

及
び
病
院
事
業
債
等
の

所
要
額
確
保
�
地
域
偏

在
の
改
善
な
ど
医
師
確

保
対
策
の
充
実
�
技
術

料
を
中
心
と
す
る
な
ど

社
会
保
険
診
療
報
酬
体
系
の
是
正

�
公
的
病
院
の
新
設
・
増
転
床
の

病
床
規
制
緩
和
�
電
子
カ
ル
テ
な

ど
情
報
化
の
推
進
�
総
合
的
な
医

療
安
全
確
保
対
策
�
医
師
臨
床
研

修
病
院
へ
の
財
政
措
置
の
充
実

―――
の
要
望
を
掲
げ
、
関
係
方
面

に
実
行
運
動
を
展
開
す
る
と
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
片
山
虎

之
助
・
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
の
ち
、
小
山

田
惠
・
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

会
長
が
「
自
治
体
病
院
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
新
役
員
ら
は
細

田
博
之
・
自
由
民
主
党
国
会
対
策

委
員
長
に
面
談
す
る
な
ど
、
関
係

方
面
に
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

病院協が総会で決議
新会長に轟長野市議長

各各
部部
会会
提提
出出
議議
案案

各
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
次
の
と
お
り
。
（
項
目
の
み
掲

載
。
近
畿
部
会
は
な
し
）

北
海
道
部
会

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

▽
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
復
興
対
策

東
北
部
会

▽
道
路
特
定
財
源
の
確
保
と
東
北

地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

整
備
促
進

▽
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強

化
▽
市
町
村
合
併
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置北

信
越
部
会

▽
拉
致
事
件
の
全
容
解
明
と
早
期

解
決
並
び
に
拉
致
被
害
者
に
対

す
る
支
援

▽
雪
害
対
策
経
費
へ
の
補
助
拡
充

等
▽
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

関
東
部
会

▽
建
築
物
の
耐
震
性
に
係
る
防
災

対
策
の
充
実
強
化

▽
義
務
教
育
施
設
の
施
設
整
備
費

の
充
実東

海
部
会

▽
防
災
対
策
の
充
実
強
化

▽
合
併
特
例
債
及
び
補
助
金
の
運

用
▽
市
町
村
に
よ
る
児
童
相
談
体
制

の
充
実中

国
部
会

▽
生
活
バ
ス
路
線
対
策
事
業
に
対

す
る
補
助
制
度
の
充
実

▽
市
町
村
合
併
に
お
け
る
財
政
支

援
措
置
の
堅
持

▽
自
治
体
病
院
等
に
お
け
る
医
師

確
保
対
策
の
充
実

四
国
部
会

▽
真
の
地
方
分
権
実
現
に
向
け
た

国
の
制
度
改
革

▽
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
周
知

▽
高
速
自
動
車
道
並
び
に
国
道
バ

イ
パ
ス
等
の
道
路
整
備
促
進

九
州
部
会

▽
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直

し
▽
産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
の
抜

本
的
解
決

▽
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
促
進

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
１

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
、

第
１
回
「
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
標
準
市
議
会
会
議
規
則

等
検
討
会
」
を
開
催
し
た
。

検
討
会
は
、
会
長
市
及
び
部
会

長
市
の
議
会
事
務
局
長
（
計
１０

市
）
に
よ
り
構
成
。
議
会
制
度
関

係
の
改
正
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
が
、
今
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
「
標

準
市
議
会
会
議
規
則
」
「
標
準
委

員
会
条
例
」
の
改
正
等
に
関
す
る

検
討
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
座
長
に
会
長
市
の

加
藤
正
美
・
藤
沢
市
議
会
事
務
局

長
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
会
議

規
則
等
の
改
正
項
目
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
、
同
改
正
法
案
に
基
づ

く
議
会
制
度
関
係
条
項
の
考
え
方

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
検

討
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
も

協
議
し
た
。

検
討
会
で
は
、
計
４
回
の
会
議

を
開
催
し
、
本
年
９
月
を
目
途
に

改
正
し
た
会
議
規
則
等
を
取
り
ま

と
め
る
予
定
と
し
て
い
る
。

会
議
規
則
等
の
主
な
検
討
項
目

は
、
次
の
と
お
り
。

�
専
門
的
知
見
の
活
用
（
改
正
法

案
第
１
０
０
条
の
２
関
係
）
�
臨

時
会
の
招
集
請
求
権
（
同
第
１
０

１
条
第
２
項
関
係
等
）
�
常
任
委

員
会
へ
の
所
属
制
限
の
廃
止
（
同

第
１
０
９
条
第
２
項
関
係
）
�
閉

会
中
に
お
け
る
常
任
委
員
等
の
選

任
（
同
第
１
０
９
条
第
３
項
関
係

等
）
�
委
員
会
の
議
案
提
出
権

（
同
第
１
０
９
条
第
７
項
関
係

等
）
�
専
決
処
分
要
件
の
明
確
化

（
同
第
１
７
９
条
第
１
項
関
係
）

�
電
磁
的
記
録
に
よ
る
会
議
録
の

作
成
等
（
同
第
１
２
３
条
関
係
）

検討会のもよう

自
治
法
改
正
で

本 会

標
準
市
議
会

会
議
規
則
等

の
検
討
会
開
く

あ
い
さ
つ
す
る
中
畑
会
長

轟病院協新会長
（長野市）

第１６１５・１６号 平成１８年５月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議

会

人

事

全
国
的
に
議
会
の
活
性
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、
今
通
常
国
会

に
、
委
員
会
の
議
案
提
出
権
な
ど

議
会
の
活
性
化
に
向
け
た
制
度
見

直
し
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
案
」
が
提
出
さ

れ
た
。

宝
塚
市
議
会
で
は
従
来
、
現
行

法
の
議
会
制
度
を
充
分
に
研
究
、

活
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
議
論

の
場
が
設
け
ら
れ
、
お
の
ず
と
議

会
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
る
。

定
例
会
は
年
４
回
開
催
、
市
長

提
出
議
案
を
審
査
す
る
場
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
議
員
に
よ
る
政

策
提
案
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

４
日
間
の
一
般
質
問
で
は
、２８
名

の
議
員
中（
正
副
議
長
を
除
く
）、

２０
名
程
度
の
議
員
が
登
壇
す
る
。

ま
た
、
重
要
施
策
に
つ
い
て
は

市
当
局
と
議
論
す
る
場
と
し
て
全

員
協
議
会
を
活
用
し
て
い
る
。
平

成
１７
年
６
月
か
ら
対
面
方
式
を
導

入
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

い
る
�
写
真
。

◇
積
極
的
な
議
員
提
案

議
案
提
出
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
第
１
１
２
条
に
基
づ
く
議

員
提
出
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
意

見
書
や
会
議
規
則
の
改
正
等
議
会

の
権
限
に
属
す
る
も
の
だ
け
で
な

く
、
政
策
的
な
条
例
提
案
が
多
い

の
が
特
徴
で
あ
る
�
下
表
参
照
。

平
成
１１
年
５
月
、
議
員
提
案
に

よ
る
「
名
誉
市
民
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
積
極

的
に
政
策
提
案
を
行
っ
て
い
こ
う

と
い
う
土
壌
が
芽
生
え
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

▽
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
乳
幼
児
、
精

神
障
害
者
の
医
療
費
無
料
化
）
▽

生
活
道
路
整
備
条
例
▽
核
兵
器
廃

絶
平
和
推
進
基
本
条
例
▽
犯
罪
被

害
者
支
援
条
例
▽
市
民
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
条
例
▽
小
規
模
貯

水
槽
水
道
に
お
け
る
安
全
で
衛
生

的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条

例
―――
な
ど
が
あ
り
、
特
定
の
分

野
や
会
派
に
偏
ら
ず
、
行
政
課
題

を
先
取
り
す
る
形
で
幅
広
い
提
案

を
実
現
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
４
月
に
は
議
員
の

調
査
研
究
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

図
書
室
の
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
踏
み
切
っ
た
。
今
後
も
、
議
会

事
務
局
の
機
能
強
化
を
含
め
、
議

会
の
更
な
る
政
策
提
言
能
力
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

従
来
型
農
家
を
め
ぐ
る
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
新
し
い
形
態
で

農
業
経
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

が
増
え
て
き
た
。

１
９
９
９
年
の
法
改
正
で
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
農
業
法
人

は
、
着
実
に
数
が
増
え
て
お
り
、

食
品
メ
ー
カ
ー
や
外
食
産
業
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
等

と
の
専
属
契
約
、
共
同
事
業
で
存

在
感
を
増
し
て
い
る
。

現
在
そ
の
数
は
す
で
に
１
万
弱

に
の
ぼ
る
と
い
う
。
う
ち
約
半
数

は
自
営
農
業
を
法
人
化
し
た
家
族

経
営
法
人
だ
が
、
残
る
半
数
は
仲

間
同
士
の
共
同
や
、
い
わ
ゆ
る

「
会
社
」
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
法
人

で
あ
る
。

農
業
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
ま
ず
経
営
の
近
代
化
、
大
規

模
化
、
多
角
化
へ
の
対
応
が
し
や

す
い
こ
と
が
あ
る
。
農
産
加
工
を

組
み
合
わ
せ
付
加
価
値
の
高
い
商

品
を
つ
く
っ
た
り
、
独
自
の
販
売

ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
り
と
、
従
来

規
制
の
多
か
っ
た
活
動
が
行
い
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
財
務
を
透
明

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
金
融

機
関
か
ら
の
資
金
調
達
も
容
易
に

な
る
。

農
業
法
人
は
毎
月
決
ま
っ
た
給

料
、
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
い
、
各
種

社
会
保
険
、
福
利
厚
生
制
度
を
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
若

い
就
農
者
を
集
め
や
す
い
。

経
済
的
に
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
、
農
業
法
人
設
立
援
助

を
組
み
込
ん
で
支
援
す
る
自
治
体

も
増
え
て
い
る
。

▼
議
長

▽
笠
間

大
関
久
義
（
４
・
４
）

▽
黒
部

坂
井

守
（
４
・
５
）

▽
富
岡

勅
使
河
原
喜
夫（
４
・
５
）

▽
香
取

平
松
大
建
明
（
４
・
５
）

▽
嘉
麻

大
谷
清
人
（
４
・
５
）

▽
飯
塚

原
田
権
二
郎
（
４
・
６
）

▽
南
陽

小
野
健
一
郎
（
４
・
７
）

▼
副
議
長

▽
笠
間

畑
岡

進
（
４
・
４
）

▽
黒
部

山
内
富
美
雄
（
４
・
５
）

▽
富
岡

渡
辺
忠
信
（
４
・
５
）

▽
香
取

木
内
正
直
（
４
・
５
）

▽
嘉
麻

吉
永
雪
男
（
４
・
５
）

▽
飯
塚

嶋
田
正
志
（
４
・
６
）

▽
南
陽

鈴
木
英
昭
（
４
・
７
）

▼
事
務
局
長

▽
名
取

畑
中

守
（
４
・
１
）

▽
千
代
田

山
岸
幸
雄
（
４
・
１
）

▽
藤
沢

加
藤
正
美
（
４
・
１
）

▽
大
和

幟
川
泰
夫
（
４
・
１
）

▽
印
西

橋
詰

昌
（
４
・
１
）

▽
三
次

反
田
博
美
（
４
・
１
）

▽
出
雲

青
木

博
（
４
・
１
）

▽
前
原

津
田
信
作
（
４
・
１
）

▽
長
崎

山
口
光
明
（
４
・
１
）

▽
笠
間

鈴
木
健
二
（
４
・
４
）

▽
香
取

篠
塚
貞
夫
（
４
・
５
）

▽
嘉
麻

大
野
美
知
人
（
４
・
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

高
橋
勝
夫
氏
（
夕
張
市
議
会
議

長
、
全
国
市
議
会
議
長
会
理
事
）

５
月
１
日
逝
去
、
６７
歳
。
葬
儀

は
５
日
、
夕
張
市
内
で
執
り
行
わ

れ
た
。
喪
主
は
妻
、
ハ
ル
ヱ
さ
ん
。

議 会
ニ ュ ー ス

活
発
な
政
策
提
案
で
活
性
化

宝
塚
市
議
会（
兵
庫
県
）

議員提出議案の状況 （件）

政策条例に
係る議案

１６

７

１２

７

（意見書は除く。可決には修正可決を含む）

議会組織等
に係る議案

１５

１５

９

９

全 体

３１

２２

２１

１６

提出件数

うち可決件数

提出件数

うち可決件数

任 期

１１年４月～
１５年４月

１５年４月～
現在

農
業
法
人

進
む
農
業
経
営
の
近
代
化

時の話題

対面方式の本会議場
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トトピピッッ
ククスス

行行

事事

予予

定定

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

政
府
は
、
米
国
産
牛
肉
に
つ
い

て
、
１５
年
１２
月
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛

が
確
認
さ
れ
た
た
め
輸
入
禁
止
と

し
て
い
た
が
、
「
全
月
齢
か
ら
の

脳
、
脊
髄
等
の
特
定
危
険
部
位
の

除
去
」
「
２０
ヶ
月
齢
以
下
と
証
明

さ
れ
る
牛
か
ら
の
肉
」
等
の
条
件

遵
守
を
前
提
に
、
１７
年
１２
月
か
ら

輸
入
再
開
に
踏
み
切
っ
た
。

し
か
し
、
本
年
１
月
、
輸
入
牛

肉
に
特
定
危
険
部
位
の
脊
柱
が
混

入
し
て
い
た
た
め
、
再
度
、
輸
入

を
禁
止
し
た
。

米
国
で
は
、
除
去
さ
れ
た
特
定

危
険
部
位
は
焼
却
処
分
さ
れ
ず
、

肉
骨
粉
の
原
料
と
し
て
流
通
し
て

い
る
た
め
、
牛
の
飼
料
の
製
造
段

階
で
肉
骨
粉
の
混
入
、
交
差
汚
染

な
ど
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
生
産
・
流
通
を
た
ど

る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
制
度
が

整
っ
て
い
な
い
な
ど
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
は
極
め
て
不
十
分
な
状
態
に
あ

る
。そ

の
た
め
意
見
書
で
は
、
わ
が

国
が
実
施
し
て
い
る
各
種
対
策
、

▽
全
頭
検
査
の
実
施
▽
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化

▽
全
頭
か
ら
の
特
定
危
険
部
位
の

除
去
▽
肉
骨
粉
の
製
造
禁
止
―――

と
同
程
度
の
安
全
基
準
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
、
拙
速
な
輸
入
の
再
開

を
し
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

▽
５
月
２４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
総
会
（
午
前
１０
時
半
、
日

比
谷
公
会
堂
）
・
正
副
会
長
会

議
（
午
後
４
時
、
同
）

▽
５
月
２４
日

産
炭
地
域
振
興
協

議
会
�
会
計
監
査
（
午
後
４
時

１５
分
、
全
国
都
市
会
館
）
・
実

行
委
員
会（
午
後
４
時
半
、
同
）

▽
５
月
２５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
天
皇
陛
下
拝
謁
（
午
前
１０

時
、
皇
居
豊
明
殿
）
・
分
権
改

革
推
進
会
議
（
午
後
１２
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）

▽
５
月
２５
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
後
１
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）
・
代
議
員
会

（
午
後
３
時
、
同
）

▽
５
月
２５
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
監
事
会
議

（
午
後
４
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
５
月
３１
日

地
方
自
治
危
機
突

破
総
決
起
大
会
（
正
午
、
九
段

会
館
）

▽
旭
川
市
（
北
海
道
）

TEL
０
１
６
６
（
２
５
）
６
３
８
０

（
議
会
事
務
局
直
通
）

「
米
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
反
対
」が
最
多

３３
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も

と
に
、
３
月
定
例
会
を
中
心
に
決
議
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
上
）

で
は
、
輸
入
再
開
後
の
米
国
産
牛
肉
に
特
定
危
険
部
位
で
あ
る
脊
柱
が
混
入
し
て
い
た
こ
と
を
受
け
、「
米

国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
反
対
と
万
全
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
実
施
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

議会

意見書・決議の議決状況（上） （１８．２．１～１８．４．３０）

決 議
【税・財政】 【 ４２】 【 ２】
○「事業仕分け」による行財政の効率化 １８ ―
○個人所得課税の各種控除縮小の反対 １７ ―
○真の地方分権改革の確実な実現 ６ ―
○その他 １ ２
【地方行政・議会・選挙】 【 ３４】 【 １３】
○公的機関の役割重視と住民サービスの向 ８ ―
上
○議会制度改革の早期実現 ６ ―
○公共サービスの安易な民間開放の反対 ５ ―
○国勢調査制度の改善 ４ ―
○北海道道州制特区推進法案の慎重審議 ３ ―
○在外選挙権の制限撤廃に向けた公職選挙 ２ ―
法の早期改正
○その他 ６ １３
【医療・保健衛生】 【 １０５】 【 ５】
○医療制度改革での国民負担増の反対 ４２ ―
○医師・看護職員確保対策の充実 １０ ５
○医療提供体制の充実 ９ ―
○「進行性化骨筋炎」の難病指定 ９ ―
○乳幼児医療費無料制度の創設など ８ ―
○小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾 ５ ―
患の基準の緩和
○病院の存続と機能の充実 ４ ―
○その他 １８ ―
【教育・文化】 【 ４３】 【 ９】
○義務教育費国庫負担制度の堅持と次期教 ２４ ―
職員定数改善計画の実施
○教育基本法の理念を生かした教育改革 ２ ―
○第３１回オリンピック競技大会の招致 １ ９
○その他 １６ ―
【農林・水産】 【 １６２】 【 ０】
○米国産牛肉の拙速な輸入再開反対と万全 ７２ ―
なＢＳＥ対策の実施
○抜本的な都市農業振興策の確立 ４２ ―
○ＷＴＯ農業交渉での上限関税の反対など １８ ―
日本の提案の実現
○畜産業の経営安定対策 ８ ―
○食料・農業・農村基本計画の推進 ６ ―
○遺伝子組み換え作物の栽培規制 ４ ―
○食の安全確保対策の推進 ４ ―
○「品目横断的経営安定対策」の対象要件 ４ ―
の拡大
○その他 ４ ―
【公害・環境保全】 【 ２３】 【 ５】
○森林の違法伐採問題への取り組み強化 １１ ―
○六ヶ所村核燃料再処理工場の慎重な試験 ３ ―
操業
○アスベスト対策の推進 ２ ―
○その他 ７ ５
【合 計】 【 ４０９】 【 ３４】
【総合計】 【 ９９７】 【 ７３】

意見書件 名
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